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研究成果の概要（和文）：　住み慣れた土地を離れて老後生活することは、異文化環境への適応や言葉の壁、福
祉サービスを利用する上での問題など困難を伴うことも多いと予測される。そこで、本研究は、在留外国人高齢
者が日本で介護を受ける際の課題について明らかにすることを目的とした。
　在留外国人高齢者の家族介護者と在留外国人高齢者に対して介護経験がある介護職を対象に面接調査を実施し
た。その結果、在留外国人高齢者の介護には言葉の壁による意思疎通困難という課題があり、医療通訳者や翻訳
機の活用を検討する必要性が示唆された。また、日本の年金制度や介護保険制度に関する情報提供の必要性や異
文化への理解と支援が必要であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）： Leaving own countries and living in foreign countries may bring 
difficulties, such as adapting to a different cultural environment, language barriers, and problems 
in using welfare services. Therefore, this study aimed to clarify the issues that foreign older 
residents face when receiving care in Japan.
 Interview survey was conducted with family caregivers for foreign older residents and care workers 
with experience caring for foreign older residents. The results suggested that caring for foreign 
older residents faces communication difficulties due to the language barrier, and that it is 
necessary to consider using medical interpreters and translation machines. It also revealed the need
 to provide information about Japan's pension and care insurance systems, as well as the need for 
understanding and support for different cultures.
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、在留外国人高齢者が日本で介護を受ける際の課題について明らかにし、介護支援モデル構築に向けた
基礎資料を整備することを目的とする。今回、三重県の社会・文化環境のなかでの在留外国人高齢者の支援策を
検討することは、日本全体の異文化環境を考えるうえで何らかの示唆を与えることになると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 近年、日本政府も多文化共生社会の形成を推進している。1989 年の入国管理法改正か
ら 30 年が経過し、30 年前に来日した在留外国人の高齢化が進んでいる。令和 2年 1月
時点の 65 歳以上の在留外国人高齢者の数は約 18 万人を占めており 1）、製造業が盛ん
な三重県では、在留外国人数が全国 4位と多く、なかでもブラジル人が 24.1％、ベトナ
ム人が 15.1％と多数を占めている 2）。こういった状況から、今後はブラジル人、ベト
ナム人、フィリピン人の高齢化が急速に進むことが予測される。住み慣れた土地を離れ
て老後生活することは、異文化環境への適応や言葉の壁、福祉サービスを利用する上で
の問題など困難を伴うことも多いと予測される。そういった社会的背景から、在留外国
人高齢者を対象とした研究の必要性が示唆されるが、在留外国人の介護問題に関する研
究報告は非常に少なく、先行研究のほとんどが中国帰国者および在日朝鮮人・韓国人を
対象とした研究に限定されている。今回の研究は、先ず地方で暮らす在留外国人高齢者
を対象にどのような課題を抱えているか、そしてその支援策を検討することである。本
研究で在留外国人高齢者の介護支援策を明らかにすることは、多文化共生社会形成の一
助になると考える。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ブラジル人なども含んだ在留外国人高齢者が日本で介護を受ける際の課題
について明らかにし、介護支援モデル構築に向けた基礎資料を整備することを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
（1）在留外国人の介護問題に関する文献検討 
 医学中央雑誌 Web 版を用いて、“在留外国人”and “介護”をキーワードとして入力し、文献
検索を行った。また、Google Scholar を用いて、“在留外国人”“介護”をキーワードとして入
力して文献を検索し、文献レビューを行った。文献の選択基準としては、「日本語で記載されて
いる在留外国人高齢者の介護に関する調査報告」とし、会議録や総説は除外した。 
 
（2）在留外国人高齢者とその家族を対象とした面接調査 
在留外国人高齢者とその家族が抱える介護を受ける際の問題の把握のため、半構成的面接を
三重県在住の介護を受けた経験のある在留外国人高齢者と在留外国人高齢者の家族介護者に対
して行った。対象者の選定は、三重県国際交流財団の協力を得て行い、介護通訳者が対応した経
験のある方を対象に、面接調査を依頼する説明文を三重県国際交流財団から配布していただき、
同意書にて同意を得たうえで実施した。質問内容は、「①介護が必要になった際に、どのような
ことが問題になったか、②どのような介護支援が必要と思うか」などを含む内容とした。対象者
の日本語能力に応じて、必要時通訳者に同席してもらい、面接調査を実施した。面接調査は感染
対策を行ったうえで、プライバシーの確保できる空間において行った。面接内容は同意を得て IC
レコーダーに録音した。感染症対策のため、対象者から対面以外の方法での面接調査の希望があ
れば、ZOOM などを用いて遠隔で面接を行った。 
 
（3）高齢者入居施設に勤務する介護職を対象とした面接調査 
介護老人保健施設・特別養護老人ホームに対して、在留外国人高齢者とその家族に対応した経
験の有無について問い合わせを行い、在留外国人とその家族に対応した経験のある高齢者入居
施設に面接調査の依頼文と説明文を用いて研究協力の承諾を得た。承諾の得られた高齢者入居
施設に勤務する介護職を対象に、「①在留外国人高齢者に介護を提供する場合、どのようなこと
が問題になるか、②在留外国人高齢者にはどのような介護支援が必要と思うか」などの質問内容
を含む半構成的面接調査を行った。面接調査は、感染対策を行ったうえで、対象者が勤務する施
設の会議室で在留外国人高齢者への面接調査と同様の手法で実施した。面接調査のデータは逐
語録から一文ごとにコード化し、介護時の問題点と必要な介護支援内容に着目しカテゴリー化
を行った。 
  
４．研究成果 
（1）文献検討 
 文献検索の結果、医学中央雑誌 Web 版では 11 件、Google Scholar では 2,470 件の文献が抽出
され、選択基準に沿って 20 件の文献が本研究の分析対象となった。対象文献を国籍別にみると、
在日コリアンの介護に関する文献が 8件と最多であった。 
調査対象者は、在留外国人高齢者とその家族、在留外国人高齢者に対応経験のある看護師、保健
師、介護職であった。在留外国人高齢者の場合、無年金者や介護保険の未申請者が多く、年金制
度や介護保険制度の知識不足や経済的困窮により、必要な介護支援が受けられていない可能性



が報告されていた。外国人高齢者に対応経験のある保健師や看護師、介護職は、多様な文化を理
解しようと努力する一方で、言語の壁により在留外国人高齢者のニーズ把握に困難を感じてい
た。在留外国人高齢者の場合、言語の壁や母国出身者以外との関係性の希薄さから、日本の社会
福祉制度に関する情報が行き届いておらず、年金や介護保険制度の未活用が起こっている可能
性が考えられた。 
（2）在留外国人高齢者とその家族が抱える介護問題 
 三重県在住の在留外国人高齢者とその家族を対象に調査協力依頼を行った結果、在留外国人
高齢者本人から調査協力を得ることはできなかった。在留外国人の家族介護者で面接調査への
協力が得られたのは女性 5名、男性 1名の合計 6名であった。また、介護職員として在留外国人
高齢者の介護を経験したことのあるブラジル国籍の男性１名から調査協力の同意を得た。在留
外国人高齢者の介護経験のある家族介護者 6名はブラジル国籍であり、6名中 4名が配偶者の介
護を経験しており、2名は父母の介護経験者であった。家族介護者の平均年齢は60.0歳（SD=10.1）
であった。分析の結果、言語の壁による意思疎通困難、経済的困窮による介護サービス利用の難
しさ、母国と異なる介護方法への適応の難しさ、介護保険など日本の制度に関する知識不足が介
護の課題として抽出された。在留外国人高齢者の家族介護者は、言語の壁により年金制度や介護
保険制度に関する情報を得られていないことが明らかとなった。このことから、日本の年金制度
や介護保険制度に関する情報提供の必要性や異文化への理解と支援の必要性が示唆された。 
  
（3）高齢者入居施設における在留外国人高齢者を対象とした介護の課題 
 三重県内の介護老人保健施設と特別養護老人ホームに調査協力依頼を行った結果、調査協力
に承諾を得られた施設は１施設であった。調査対象者は特別養護老人ホーム 1 施設に介護職と
して勤務する男性 5名、女性 1名。平均年齢は 42.8 歳（SD=4.1）であった。介護職としての経
験年数の平均は 16.7 年（SD=3.9）、特別養護老人ホームでの勤務年数は 7.8 年（SD=2.0）。介護
職が対応した経験のある在留外国人高齢者はロシア国籍の女性 1名であった。 
分析の結果、38 コードから 19 サブカテゴリー、7カテゴリーが生成された。【 】はカテゴリ
ーを示す。在留外国人高齢者への対応で介護職に生じる困難として、【言語の壁による意思疎通
困難】【言語の壁により入所者の思いが把握できない】【言語の壁と認知症の進行による対応の難
しさ】という言語の壁によるコミュニケーション障害があり、そこに認知症の進行が加わること
で、入所者とのコミュニケーションが一層難しくなっていた。在留外国人高齢者は日本の施設に
入所している状況が受け入れられない思いを暴言や暴力、ケアの拒否で表出していたため【日本
の施設での生活に適応できない入所者への対応の難しさ】も生じていた。在留外国人高齢者の風
習や価値観が異なることで他の入所者とトラブルが生じるなどの【入所者の風習や価値観の違
いによる対応の難しさ】や日本食に抵抗感を示す高齢者への【食文化の違いによる食事支援の難
しさ】という価値観や風習の違いによって困難が生じていた。また、入所者の母国の看取りの文
化や家族関係のあり方など【入所者の母国の文化に関する介護職の知識不足】を介護職は感じて
いた。言葉の壁による意思疎通困難という課題には、医療通訳者や翻訳機の活用を検討する必要
性が示唆された。また、介護職は在留外国人高齢者の母国の食べ物や風習、価値観について情報
収集し、異文化理解と文化的背景への配慮が必要であると考える。 
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